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 特別版 

【
水
源
地
域
の
保
全
・
地
元
産
木
材
の 

 
 

活
用
等
、
二
度
目
の
委
員
長
に
期
待
】 

 

本
年
５
月
２
１
日
に
開
催
さ
れ
た
、
相
模
原
市
議
会
５

月
臨
時
会
議
に
お
い
て
、
森
し
げ
ゆ
き
議
員
は
、
相
模

原
市
議
会
水
源
地
域
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
に
就
任 

し
ま
し
た
。
市
域
の
約
三
分
の
一
を
山
林
が
占
め
る
相

模
原
市
は
、
神
奈
川
県
の
水
が
め
と
し
て
、
水
源
地
域

の
環
境
保
全
や
森
林
の
涵
養
は
重
要
な
課
題
で
す
。
ま

た
、
地
元
産
の
木
材
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

市
の
経
済
対
策
に
繋
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
林

道
や
作
業
道
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
木
材
の
流

通
環
境
の
改
善
も
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し

た
様
々
な
課
題
を
持
つ
水
源
地
域
対
策
特
別
委
員
会
で

す
が
、
今
回
二
度
目
の
委
員
長
と
な
る
森
し
げ
ゆ
き
議

員
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

Ｊ
Ｒ
番
田
駅 

駅
舎
建
替
え
完
了 

こ
の
度
、
永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
番
田
駅
の
駅
舎

建
て
替
え
が
終
わ
り
ま
し
た
。
森
し
げ
ゆ
き
相
模
原
市

議
会
議
員
は
、
市
議
会
で
相
模

線
の
利
便
性
向
上
を
訴
え
る
中

で
、
Ｊ
Ｒ
番
田
駅
の
駅
舎
改

修
、
ト
イ
レ
の
改
修
、
エ
レ

ベ
ー
タ
の
設
置
、
駐
輪
場
や
駅

前
広
場
整
備
を
求
め
る
と
同
時

に
、
相
模
線
の
終
電
時
間
の
延

長
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
多
く

は
実
現
し
ま
し
た
が
引
き
続
き

残
り
の
課
題
に
取
り
組
ん
で 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
い
り
ま
す
。 

 

相
模
原 

ギ
オ
ン 

 
 
 
 
 
 
 

ス
タ
ジ
ア
ム 

 
 

照
明
設
備
完
成
！ 

 

水 森  

源 し

地 げ

域 ゆ

対 き

策 議

特 員

別 

委 

員 

会 

委 

員 

長 

に 

就 

任 

６月定例会議一般質問等の活動を報告    
事務所 
相模原市中央区上溝3841-11 
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平成30年7月発行 

森しげゆき議員は永年スポーツ環境の充実について 

提言しています。昨年の横山公園競技場人工芝グラ 

ウンドオープンに続き、相模原ギオンスタジアムの 

照明設備がようやく完成し、本年４月から運用が開 

始されています。トップスポーツを観戦する市民の 

皆さんにとっても、夜間の涼しい観戦ができること 

となります。 

（相模原市議会議員 森しげゆき 活動レポート） 

早朝駅頭での議会

報告でも多くの皆

さんからご意見を

いただき励みにな

ります。 

 

引き続き皆さんの

声の代弁者として

発言します。 
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【
平
成
３
０
年
度
相
模
原
市
議
会 

 
 

６
月
定
例
会
議 

森
し
げ
ゆ
き
】 

一
般
質
問
報
告 

◎
認
知
症
に
な
っ
て
も 

 
 

 
 

暮
ら
し
や
す
い
街
を
求
め
て 

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の 

 
 
 
 
 
 

さ
ら
な
る
拡
大
に
つ
い
て 

厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ
る
と
、
２
０
２
５
年
に
は
認

知
症
高
齢
者
の
数
は
約
７
０
０
万
人
に
の
ぼ
り
、
高
齢

者
の
５
人
に
１
人
は
認
知
症
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
社
会
全
体
で
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
支
え
る

た
め
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
大
事
な
存
在
で
あ

る
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
見
解
を
求
め
、
企
業
や
学
校
等
へ
の
働
き
か

け
を
し
な
が
ら
、
様
々
な
場
所
で
養
成
講
座
を
開
催

し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
深
め
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。 

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
学
校
の 

 
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
盛
り
込
む
こ
と
に
つ
い
て 

相
模
原
市
で
は
既
に
い
く
つ
か
の
小
学
校
、
中
学
校

で
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
私
も
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
と
し
て
学
校
に
出
向
い

て
講
座
を
開
い
て
い
る
が
、
市
内
の
小
中
学
校
で
は
ま

だ
一
部
の
取
組
み
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
か
ら
学
校
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
奨
励

す
べ
き
と
提
言
し
、
こ
れ
ま
で
行
っ
た
学
校
の
良
い
事

例
を
全
校
に
積
極
的
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
。 

・
高
齢
者
１
１
０
番
の
家
の
設
置
に
つ
い
て 

認
知
症
患
者
は
外
出
し
た
場
合
、
帰
宅
で
き
な
い
場
合

が
あ
る
。
ま
た
、
介
護
者
や
支
援
者
が
帯
同
し
て
い
る

場
合
も
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お

手
伝
い
を
必
要
と
す
る
場
面
が
で
て
く
る
こ
と
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
街
の
あ
ち
こ
ち
に
『
高
齢
者
１
１
０
番
の

家
』
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
た
家
や
、
コ
ン
ビ
ニ
が

あ
っ
た
ら
助
か
る
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い

る
方
や
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
『
こ

ど
も
１
１
０
番
の
家
』
の
よ
う
な
活
動
が
、
全
市
統
一

的
に
で
き
れ
ば
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
め
る
街
の
一

助
と
な
る
と
提
言
し
た
。
既
に
、
先
駆
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
区
が
あ
り
、
地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
に
お
い

て
、
こ
う
し
た
好
事
例
を
積
極
的
に
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
各
地
区
の
見
守
り
・
支
援
体
制
の
取
組
が
市
全
体

に
広
が
る
よ
う
努
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。 

・
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

愛
知
県
大
府
市
で
は
、
平
成
２
９
年
１
２
月
に
『
大
府

市
認
知
症
に
対
す
る
不
安
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
条

例
』
が
、
神
戸
市
で
は
平
成
３
０
年
３
月
に
『
神
戸
市

認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
』
が
制

定
、
運
用
さ
れ
て
い
る
。
相
模
原
市
で
も
条
例
を
制
定

し
、
市
民
ぐ
る
み
で
認
知
症
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
舵
取
り
を
す
べ
き
と
求
め
、
そ
の

必
要
性
や
効
果
な
ど
の
研
究
を
し
て
い
く
と
の
こ
と
。 

・
若
年
性
認
知
症
患
者
・
家
族
の
支
援
に
つ
い
て 

市
内
に
は
推
計
で
２
０
０
名
の
若
年
性
認
知
症
患
者
が

い
る
と
伺
っ
て
い
る
が
、
大
半
は
自
分
た
ち
で
悩
ん
で

い
る
と
考
え
る
。
神
奈
川
県
で
は
、
若
年
性
認
知
症
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
県
内
に
３
箇
所
配
置
し
て
い

る
が
、
そ
の
場
所
は
横
浜
市
、
小
田
原
市
、
横
須
賀
市

で
、
相
模
原
市
か
ら
は
遠
い
現
状
だ
。
相
模
原
市
独
自

に
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
を
含

め
、
若
年
性
認
知
症
患
者
や
そ
の
家
族
、
支
援
者
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
求
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
政
令
指
定
都
市
が
配
置
し
た
場
合
に
お
い
て

も
、
国
か
ら
の
補
助
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
認

知
症
施
策
を
進
め
て
い
く
中
で
検
討
す
る
と
の
こ
と
。 

・
若
年
性
認
知
症
患
者
の
居
場
所
づ
く
り
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

就
労
支
援
に
つ
い
て 

若
年
性
認
知
症
患
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
現
状
で

は
高
齢
者
用
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
所
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
ご
本
人
の
抵
抗
が
強
い
が
日
常
の
居
場
所

が
必
要
。
ま
た
若
年
性
認
知
症
の
方
は
、
職
種
に
よ
っ

て
は
就
労
が
可
能
な
場
合
も
あ
る
が
、
実
際
の
就
労
に

は
苦
慮
し
て
い
る
現

状
だ
。
若
年
性
認
知

症
の
方
を
対
象
と
し

た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

設
置
を
含
め
、
居
場

所
づ
く
り
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
と
、
労

支
援
に
つ
い
て
市
の

方
策
を
伺
い
、
市
は

居
場
所
等
の
情
報
提

供
の
他
、
企
業
等
に

対
す
る
認
知
症
の
特

性
な
ど
の
普
及
・
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
の
こ
と
で
す
。  

議員になって２４回目の一般質問を行いま

した。市民の皆様の声を基本に毎回テーマ 

を絞って、市長の見解を質しています。 
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森
し
げ
ゆ
き
議
員
は 

 
 

こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
ま
す
！ 

 

【
安
全
安
心
青
色
パ
ト
カ
ー
で
の
巡
回
】 

森
し
げ
ゆ
き
市
議
会
議
員
は
、
１
２
年
前
か
ら
、
仲
間
と

と
も
に
安
全
・
安
心
青
色
パ
ト
カ
ー
に
乗
り
、
犯
罪
の
未

然
防
止
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
神
奈
川
県
警
の

講
習
を
受
け
、
『
青
パ
ト
』
の
運
転
資
格
の
更
新
を
行

い
、
昨
今
の
市
内
の
犯
罪
状
況
や
発
生
地
区
を
把
握
す
る

中
で
、
広
報
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
あ
く

ま
で
も
犯
罪
抑
止
の
活
動
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
地
道
に
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。
最
近
は
、
振
り
込
め
詐
欺
や
空
き
巣
、
自
転

車
の
盗
難
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
お
気
を
付
け
く

だ
さ
い
。 

 

◎
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た 

 
 

 
 

 

街
の
活
性
化
に
つ
い
て 

・
球
技
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
の
整
備
に
つ
い
て 

ギ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
リ
ー
グ
以
上

の
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
男
子

サ
ッ
カ
ー
は
昇
格
で
き
な
い
。
ア
メ
フ
ト
も
球
技
専
用

ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
開
催
が
望
ま
れ
て
い
る
。
ラ
グ
ビ
ー

の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
も
新
し
い
基
準
で
は
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ

ア
ム
が
必
要
と
の
条
件
が
つ
く
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
相
模
原
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
４
チ
ー
ム
全
て

が
、
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
が
必
要
と
な
る
こ
と
や
、
陸

上
競
技
等
他
の
競
技
が
使
い
た
い
と
き
に
使
え
な
い
こ

と
か
ら
、
現
状
の
ギ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
が
飽
和
状
態
と

な
る
。
以
前
か
ら
提
案
し
て
い
る
が
、
新
た
に
球
技
専

用
ス
タ
ジ
ア
ム
を
整
備
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

同
施
設
に
会
議
室
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

で
き
る
機
能
を
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
を
誘
致
で
き
、
地
域
経
済
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら

す
と
考
え
見
解
を
求
め
た
。
市
長
は
、
各
チ
ー
ム
が
一

層
飛
躍
す
る
た
め
に
は
、
競
技
環
境
の
更
な
る
充
実
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
球
技
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
競
技
を
よ
り
近
い
距
離
で
観
戦
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
「
観
る
」
、
「
支
え
る
」

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。
国

は
、
民
間
主
導
に
よ
る
収
益
性
の
高
い
多
機
能
・
複
合

型
ス
タ
ジ
ア
ム
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
の
で
、
有
識
者
や
関
係
機
関
と
の
意
見

交
換
や
情
報
収
集
を
行
い
な
が
ら
、
様
々
な
角
度
か
ら

検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。 

・
再
質
問 

 

ス
タ
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
は
、
場
所
も
重
要
だ
。
相
模
原 

駅
北
側
米
軍
基
地
相
模
総
合
補
給
廠
一
部
返
還
に
伴
う 

ま
ち
づ
く
り
の
な
か
で
、
広
域
交
流
拠
点
機
能
と
し
て 

具
体
的
に
ス
タ
ジ
ア
ム
を
含
め
た
検
討
に
つ
い
て
求
め 

る
。
国
は
、
民
間
主
導
に
よ
る
収
益
性
の
高
い
多
機
能
・ 

複
合
型
ス
タ
ジ
ア
ム
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て 

い
る
。
駅
近
接
の
立
地
条
件
か
ら
、
有
名
な
ア
ー
チ
ス
ト 

の
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
の
引
き
合
い
は
間 

違
い
な
く
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
な
ど
で
民
間
活
力
も
利
用
し
な 

が
ら
、
市
民
の
要
望
に
的
確
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
求
め 

ら
れ
ま
す
。 

・
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・ 

 
 
 
 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
つ
い
て 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

競
技
が
、
相
模
原
市
内
を
通
る
ル
ー
ト
で
コ
ー
ス
設
定
が

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
相
模
原
市
民
が
地
元
に
い
な
が

ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
触
れ
ら
れ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

だ
。
市
民
に
対
し
て
事
前
の
周
知
を
行
い
、
大
会
機
運
の

醸
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
観
戦
ツ
ア
ー

の
開
催
な
ど
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
競
技
当
日
を
盛
り
上
げ
る

た
め
の
工
夫
が
必
要
だ
。
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
水
泳
、
女

子
バ
レ
ー
チ
ー
ム
が
、
今
年
の
世
界
大
会
に
合
わ
せ
て
市

内
で
テ
ス
ト
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
と
の
こ
と
。
そ
の
際
も
市

民
が
身
近
に
触
れ
合
え
る
よ
う
調
整
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
求
め
ま
し
た
。
（
一
般
質
問
は
一
部
抜
粋
で
す
） 

青パトの運転をする森議員。交通ルールを遵守しな

がらの運転は身が引き締まります。 

昨年視察した、北九州市のミクニワールドス

タジアム。民間主導で整備され、スポーツだ

けでなく、スタジアム内の会議室やイベント

にも広く使用されています。こうした先進事

例をもとに、相模原の球技スタジアムの課題

解決に向けて努力していきます。 
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共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て 

【
発
達
障
が
い
の
方
の 

 
 

サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
を
実
現
】 

 

森
し
げ
ゆ
き
議
員
が
政
策
の
大
き
な
柱
に
掲
げ
る
の
が

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
真
の
共
生
社
会
の
実

現
」
で
す
。 

そ
の
一
貫
と
し
て
、
昨
年
度
の
市
議
会
の
一
般
質
問

で
、
『
発
達
障
が
い
の
あ
る
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

の
方
策
と
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
発
達

障
が
い
の
方
が
携
帯
し
、
そ
れ
を
見
た
市
民
が
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
で
気
兼
ね
な
く
外
に
出
ら
れ
る
機
会
を
増

や
す
べ
き
だ
』
と
訴
え
、
こ
の
度
実
現
し
ま
し
た
。 

例
え
ば
「
大
き
な
音
が
苦
手
」
「
電
車
や
バ
ス
の
ダ
イ

ヤ
が
乱
れ
る
と
乗
れ
な
い
」
「
病
院
で
待
ち
時
間
が
長

い
と
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
」
な
ど
、
本
人
の
特
徴

を
書
い
た
カ
ー
ド
を
携
帯
し
、
そ
れ
を
見
た
市
民
が
書

い
て
あ
る
対
処
法
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。
サ

ポ
ー
ト
し
な
く
て
も
そ
の
人
の
特
徴
を
理
解
し
て
も
ら

う
だ
け
で
効
果
は
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 
 

今、社会全体で、マタニティマーク（妊

婦さん）やヘルプマークなど、例えば電

車内などで、皆さんのお手伝いを必要と

する方がたくさんいらっしゃいます。ま

ずは、こうした取り組みを理解していた

だくことが必要です。 

【森しげゆきプロフィール】 無所属です   【上溝さくら公園にお出かけを】 
 

１９６６年 ９月 秋田県男鹿市生まれ ５１歳    旧食肉公社の跡地利用の方策で、上溝の 

１９８５年 ４月 ＮＥＣ入社            皆さんから要望の強かった『みんなが憩 

２００２年１２月 連合神奈川・相模原地域連合    える公園』について、森しげゆき議員が 

         事務局長             粘り強く発言し、上溝さくら公園が実現 

【相模原・津久井地域合併協議会委員、相模原市     しました。その後、地元の皆さんの手で 

 廃棄物減量等推進審議会委員、相模原市公共交    多くの種類の桜が植えられていて四季を   

 通推進協議会委員、新宿小学校ＰＴＡ会長、     通し楽しめますのでお出かけください。 

 相模原市青少年指導員 等を歴任】          

２００７年 ４月 相模原市議会議員初当選       

２０１１年 ４月 相模原市議会議員２期目当選     

２０１５年 ４月 相模原市議会議員３期目当選     

趣味  ラグビー、サッカー              

特技  書道(現在も指導中)              

住まい 相模原市中央区上溝在住            

【市議会活動・これまで】 
 環境経済常任委員会委員長、文教常任委員会委員長、   

 民生常任委員会委員長、農業委員等を歴任 

 

【市議会活動・現職】 

 環境経済常任委員会、水源地域対策特別委員会委員長 

 相模原スポーツを応援する議員連盟事務局長 

 小田急多摩線延伸を促進する議員連盟監事 

【会派・役職】 市民民主クラブ 総務会長 

【その他・現職】 

 NPO法人相模原市ラグビーフットボール協会顧問 

 下九沢地域振興会、石橋地区伝承芸能保存会 

 相模原秋田県人会、認知症キャラバンメイト 

 薬物乱用防止教育認定講師、なまはげ伝道師 
 趣味のラグビーは今も続けています。 


